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１　　5月メッセージ主要単語
(1) 1週(5月3日-9日)→ 神様の前で、神様の方法、RUTC24祈りチーム、世界宣教大会方向
(2) 2週(5月10日-16日)→ 定刻祈りの実際、牧師夫人の3つの使命、タラッパン方法理解
(3) 3週(5月17日-23日)→ 3つ専門性-伝道(霊的な目、みことば(略図)、祈り(道具)
(4) 4週(5月24日-30日)→ 伝道の7戦略と3方法、自己キャンプ、神様に向かった集中、動機、

柳牧師孫への1次インターンシップ
２　週間メッセージ流れおよび必須メッセージ
(1) 1週(5月3日-9日)→ 神様の前で、神様の方法、RUTC24祈りチーム、世界宣教大会方向
(3日、聖日礼拝)契約的な情念を抱いた祈りがモーセの歌で私の歌。神様が初めから最後まで、完ぺきに備えておかれ、キリストを通して義と認められた(ローマ8:12-15、ローマ8;2、エペソ2:8)。それで、私たちを先に愛して、最後まで責任を負ってくださる(ヨハネ15:16、エペソ1:3-5、ローマ8:31-39、Ｉテサロニケ1:3-5)
(5日、教会成長セミナー)神様の前でしなければならない7つの戦略に対するメッセージ(①教会内部-自己キャンプ、自分の地位キャンプ、自分の教会キャンプ。②聖霊の導き-現場伝道キャンプ、弟子キャンプ③未来-計画キャンプ、一生キャンプ)。特別に、牧師は問題にだまされず、聖霊の導きを受けながら、私の人生を神様の前にささげれば、未来が見えるようになる。そして、ただ神様の方法でしたことだけが答えでくるようになるが、神様の方法は門(なっていく門、なるしかない門、絶対に必要な門)を見て、システム(黄金漁場)と弟子を利用すること。

(6日、RUTC朝)神様の時刻表はOnenessになる時ごとに奇跡を起こされた。それで、今はRUTC24時祈りチーム(すべての生活の中でメッセージを握って祈る人、伝道キャンプ図表を持っている人、全国レムナント5人1組)を構成して、RUTC24フェスティバルを通して、引続きビジョンをリハーサルする。会議では、第13次世界宣教大会の3つ方向が出てきたが①キャンプはする前に先に答えを受けて、チームを分けて、神様の働きを見るように②メッセージは可能ならば安らかに聞けるシステムを準備して③合宿-恵まれるようにして、宣教師の事情を分析して健康診断を受けるようにしなさい。

(9日、核心/産業)産業人は唯一性に向かって挑戦するものの、唯一性の祝福を受ける道は①完全福音(コロサイ2:2-3)②完全伝道(伝道の中に全てのものがある、マタイ24:14)③完全祈り(ガラテヤ2:20)の祝福を味わうこと。聖書的伝道運動は、他のものが必要なのではなく、神様の方法でしたことだけ答えがくるようになる。常に恵みで救われた事実を(エペソ2:8、ローマ8:31-39、ローマ16章)を記憶して、序論(基本)/本論(聖霊)/結論(天国)を持って、聖霊の満たしの働きを味わわなければならない。
	♣　必須メッセージ

(1) 2009年5月5日、教会成長セミナー

(2) 2009年5月6日、RUTCの朝


(2) 2週(5月10日-16日)→ 定刻祈りの実際、牧師夫人の3つの使命、タラッパン方法理解
(10日、聖日2部)　柳牧師の定刻祈りの実際(聖霊の満たし、5力、4万、40万、1千万、20戦略、教会、RUTC、イエス・キリストの権威使用)
(11日、牧師夫人修練会)　牧師夫人の3つの使命(牧会者の妻、母親の役割のモデル、弟子のための牧師夫人)
(13日、総会神学校特講)キャンプに対して味わえば、すべての目がみな開かれる。伝道に対する答えを持ってみことばに対する幸福がなければならない。

(14日、RUTCの朝)①タラッパン方法の理解(タラッパンにないこと4つ-動機/人間主義/面目/偏見(先入観)、②タラッパン行政三つ-事実的(過去)/必ず必要なこと(現在)/未来を見て必要なこと、③タラッパン方法3つと基準-みことば成就/祈りの答え/神様の計画、④3つの準備-一生の祈りの課題/一生の伝道図表/一生の献金計画、⑤3つの目標-ただ福音/ただ伝道/唯一性)
(14日、夫婦教室)①夫婦とは何か(創世記1:27,2:18)-必ず個人確立/信仰生活定立/夫婦関係定立/子ども計画/経済(献金)計画、②夫婦が分からなければならない知識-結婚適齢期から青年まで。

(16日、衛星地教会)3つをいつも見つけなければならない-答え/みことば/伝道の門

(16日、核心)①訓練/定刻祈り/講壇メッセージ/キャンプをしなさいという理由が何か-伝道の門を見なさい。この門が続けて開かれれば、他の門はみな開かれて終わる。

②タラッパンの方法理解-ないこと(動機、錯覚/神秘、律法、計算/面目)、方法(聖霊内住、導き、満たし)、3つについて行く(みことば成就、祈りの答え、神様の計画)、理由(弟子、みことば運動、地教会)、目標(ただ福音、ただ伝道、ただ唯一性)
	♣　必須メッセージ

(1) 2009年5月14日、RUTCの朝礼拝(タラッパンの方法理解)

(2) 2009年5月14日、夫婦教室

(3) 2009年5月16日、核心訓練


(3) 3週(5月17日-23日)→ 3つの専門性-伝道(霊的な目、道)、みことば(略図)、祈り(道具)
(17日、聖日1部)主の栄光を見るだろう-貧困と困難がくれば恨まずに、解決してみようとせずに、人の前でもがかずに、神様に本当に祈ってみなさい。そして、欲張らずに感謝しなさい。さらに重要なのは、礼拝を通して神様が与えられる力を得て未来を握りなさい。

(17日、聖日2部)望えないときに、望みを抱いて信じました-福音が回復する時、その中にいる人、教会、時代、個人は答えを受ける。

(23日、産業宣教)　不利な状況と答え-ただイエス、ただ聖霊、ただ証人。タラッパンの使命は、一般教会に福音を伝え、福音を知って一緒に行くことで、正確な福音を持ってレムナント運動をして、真のキリストの弟子を探すことだ。

(23日、核心)3つの専門家-伝道という霊的な目が開いて道を見たのだ。そして、みことばはこの道を行くことが出来る略図だ。神様が願われる道を行かない人は、略図をいくら見ても仕方がない。それでは、祈りとは、この道を行くことが出来る道具だ。ここに対する専門性を持たなければならない。結局は、神様が願われるいのち運動だけ残るようになっている。伝道とみことばと祈りを正しく見ようとするなら、霊的中心、物質超越、条件がないアガペーの愛中心になれば見られる。
	♣　必須メッセージ

(1) 2009年5月23日、産業宣教

(2) 2009年5月23日、核心訓練


(4) 4週(5月24日-30日)→ 伝道の7戦略と3方法、自己キャンプ、神様に向かった集中、動機、柳牧師の孫への1次インターンシップ
(24日、聖日1部)問題や困難がくる時-逆に見よう(むしろ、そこに神様の計画がある)、真っすぐ見よう(神様が全てのものを責任を負って準備しておかれた)、遠くを見よう(全部みな神様の祝福の機会にしなさい)
(24日、聖日2部)伝道(救い)が何か分かりさえすれば、神様の働き、すべての答えが始まる。

(26日、専門宣教局)①文化、スポーツ(RUTC)-信仰のなかであらゆる分野を捜し出しなさい+多くの舞台を作ってやりなさい+集会(集い)の時、文化空間を作ってやりなさい+専門担当者を探しなさい+実際に実力者を育てなさい。②解決しなければならない問題-土台(福音の中で行くように助けなさい)+予算(平常時、文化費戦略)+世界文化を集める(RUTC)+Agent構成
(26日、伝道弟子)伝道の7原理(戦略)と3方法(戦術)をもって、全てのものを見て、常に味わって、常に祈りの中で聖霊の導きを受けなさい。そうすれば、答えは必ずくる。

(26日、70人)自己分キャンプ=定刻祈り(自分の征服)+常時祈り(現場征服)+礼拝祈り(世界征服)
(26日、ミッションホーム)ミッションホームの生活=3つ感じ(神様の働き、みことば成就、祈りの課題)+3つ味わうこと(出会い/伝道、今日のみことば、今日の祈り)
(26日、学院福音化)サムエル第一の重要教訓-①味わったこととそろえたこと-福音、祈り、エリート(世の中、経済、専門性/主観性)
②良い友人-上位層、下位層、本当の友人は神様が会うようにして下さる。③社会生活-インターンシップ(社会、指導者、現場)
(26日、一般信徒地教会)主の祈りの最後の節-国、力、栄光が神様に...

(27日、RUTCの朝) RUTCの奇跡①-動機(捨てなければならない動機、新しい動機、聖なる動機)、結局は個人を生かさなければならない。

(28日、重職者修練会)①家庭を通した祈りの答え-必ずしなければならないこと(神様に向かった集中-定刻、常時、礼拝祈り)、夫婦に対する計画+子どもに対する計画+私に与えられた使命を発見しなさい。②職場を通した祈りの答え-神様が一番希望されるのは弟子だ。これだけ通じればみな通じる。弟子の働きを胸に抱きなさい③教会を通した祈りの答え(教会で7つの力を得なさい-聖霊+門+みことば+弟子+現場+宣教+Oneness、個人伝道企画/伝道企画チームを作りなさい)
(30日、衛星地教会)個人伝道企画がない人は神様の時刻表と合わせられない。重職者は集まって、教会のための伝道企画チームを構成しなさい。

(30日、伝道学校講師団)レムナントは世の中を見くびらずに実力をそろえなさい。レムナントは世の中を恐れてはならない。霊的には乞食状態だ。レムナントは世の中の成功した人を見てうらやましく思うな。キリストの奥義を味わえば全てに勝てる。

(30日核心)①唯一性の答えを受ける方法-祈り(ガラテヤ2:20、詩81:1-12)、道しるべ(弟子)、目標(伝道/分析)②3つ唯一性-呼ばれることの唯一性、教会献身に対する唯一性、伝道運動の唯一性を捜し出そう。

(31日、聖日1部)福音を持った人の祈り、伝道者の祈り、一時代の指導者の祈りは必ず答えられて、霊的戦いで勝利するようになる。今日、皆さん祈りの腕を主に向かって高く上げなさい。

(31日、聖日2部)イエス・キリスト一人によって人間のすべての罪、死、サタンの問題が解決されて永遠のいのちを得るようになった。福音を持った皆さんの一人によって、家庭と子どもを生かして、福音の中で与えられた王/祭司/預言者の権威を持って、世界福音化する代表的祝福を味わいなさい。

(31日、結婚宣教局セミナー)①神様の計画-配偶者、妻、夫②キリストの臨在③3つ練習(みことば、読書、人生フォーラム)④柳牧師の孫への1次インターンシップ(ユダヤ人の世界征服)
	♣　必須メッセージ

(1) 2009年5月27日、伝道弟子、70人、ミッションホーム要員メッセージ

(2) 2009年5月28日、重職者修練会

(3) 2009年5月31日、結婚宣教局セミナー


